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『西南アジア研究JINo. 55， 2001 

ガージャール朝期旅行記史料研究序説

守 川 知 子

はじ めに

ガージャール朝(1210-1344/ 1796 -1925)時代の主要史料として，年代記や文書史料と

並び， r一人称の記録J [Ashraf 1375s-bJ と呼ばれるところの一連の史料群がある。この

「一人称の記録」とは，回想録 (khatirat) や日記 (ruznama)，旅行記 (safarnama) な

ど，著者が日常の自身の体験を一人称で記した叙述史料のことである。これまで，これらは

すべて「回想録」と一括して認識され，基本的な研究はこの認識に基づいて提示されてき

た1)。しかしながら， この中の旅行記とは，言うまでもなく「旅の記録Jであり，旅という

非日常の特別な空間・時間の出来事を記すものであるがゆえに，回想録や日記とは一課を画

すと見なし得ょう。もっとも，旅行記の中には，著者が自らの出自や来歴，時には自身の思

想や過去の逸話など，旅行とは直接関係のないことについて触れている場合もある。逆に，

「回想録」と銘打った書物の中にも，著者が生涯のうちに行った旅行について述べるこ主や，

さらには旅の記録も日常の記録も区別することなく，日記と称して記録している場合もある。

このように旅行記は，回想録や日記と分かちがたい存在であることも事実であるが，ガー

ジャー jレ朝時代には，本稿で見るように， r旅行記safarnamaJ と題したペルシア語文献が

豊富に存在し，その数から見ても一つの独立した文献史料群として認識することが可能で-あ

る2)。

一方，旅行記文献一般に関するイラン国内外の研究としては，イラン人による旅行記より

もむしろ， 16 -17世紀以降オリエント世界に自を向けた西欧人ら外国人の書いたイラン旅

行記にのみ注意が向けられており， ペルシア語への盛んな翻訳活動とともに， r外国人の見

たイラン(あるいはイラン人)Jというテーマでの研究がより積極的に行われている九こ

1) IN 14 (4)および同 15(1)は， Iイランの毘想録特集」に充てられており，回想録の史料上
の位置づけや， 女性・トゥーデ党・ユダヤ教徒・アゼリーなど少数派の回想録， ガージャール朝
期の回想録から見た宮廷とその人間関係に関する研究， および出版目録が掲載されている。 この
他 Fragnerが18-19世紀のベノレ、ンア語での回想録を包括的に検討しており， 回想録の一形態
として，数点の旅行記についても紹介を行っている [Fragner1979: 13 -49J。

2) 本稿では，書名や内容を参考に，旅行に際して書かれた旅の記録を f旅行記」と見なす。

3) 西洋人らを中心とした外国人によるイラン旅行記を扱った研究としては，ガージャール親類の

旅行記 100点を用いて，当時のイランの政治・風俗・文化を包括的にまとめた Inφfpur1363sがノ
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のような外国人による旅行記は，啓蒙主義時代の西洋人特有の精敏な観察に基づく信頼に足

る史料であるとはいえ，オリエンタリズム的な物珍しさの助長を含め，イランの気候・風

土・噴習やイラン人の気質といったイラン紹介に関心が限定されているきらいがある。しか

しながらガージャール朝時代には，先述のように，非常に多くのイラン人により，イラン国

内外への旅行記が執筆されており，これらからは，イラン人の旅の様子のみならず，イラン

人自身がどのように諸外国や諸地方を見，また彼ら自身がどのように当時のイランを認識し

ていたかといった，彼らの関心や問題意識をも探ることが可能である O さらに近年，ガー

ジャーノレ朝時代のペルシア語文献史料の校訂・出版がイランでは活発に行われており，今後

の近代イラン史研究にとっての根本史料として利用し得る便宜が図られつつある。

本稿では，このような近年のイランにおける出版状況や研究動向を踏まえた上で，現段階

で確認し得るイラン人自身の手になるぺjレシア語旅行記を紹介し，その全体像を提示すると

ともに，これまでに欠けていた以上のごとき点をも明らかにしてくれる有益な史料として，

その史料的価値の考察を試みる。

I 旅行記文学

イスラム世界では， N勾Ir-IKhusraw (5/ 11世紀)や IbnJubayr (d. 614/1217)など

により伝統的に旅行記が執筆されており，ガージャーノレ朝に先立つサファヴィ一朝期 (907

1148/ 1501-1736) にも，Khitay-namaやSα:finα-yiSulaymaniなど，数点、の注目すべき

旅行記が書かれている九しかし， このように興味深い旅行記が書かれていた一方で， イラ

ン人自身はさほど、旅行や旅行記に関心を持たなかったようである。 17世紀後半に長年イラ

ンに滞在したフランス商人シャノレダンは， 1"ペルシア人は散歩も旅行も好きではなし、。散歩

に関しては，これはわれわれヨーロッパの風習のうちで彼らがばかげたものと考える一つで，

遊歩道のそぞろ歩きなど気の狂った人の行為とみなしている」と述べた上で，当時のイラン

¥ある。まに対象とする時代は遡るが，外国人の白から見た当時のイランの社会や嵐俗を中心

に紹介・検討した Jawadi 1378sやQarib 1377sの研究が挙げられる。地方研究の分野では，サ

ファヴィ一朝からガージャール朝時代までのマシュハドの変遷やレザー廟について考察した

Tahir-niya 1376s， ホラーサーンの歴史，特にガージャール朝期の政治的混乱を考察したTahiri

1348s，古今東西の 58人の旅行者によるエスファハーンに関する記述をそれぞれの著者ごとに紹

介した Ishraqi1378s， 33点の旅行記を用いて 19-20世紀のロレスターンを扱った λriy主 1376s

などが挙げられる。

4) Tabataba'i 1377sは， 17 -18世紀に書かれたこれら 2冊を含む数点の「使節旅行記」を扱い，

当時のイラン人使節は， 西欧の使節とは異なり， 自新しいことにばかりに自を向けた物見遊山的

な記述を多く行い，諸外国と比較した上でイランの立ち後れや問題点を指摘するにもかかわらず，

国家システムの構造やその背景をより深く考察するといった視点に欠けているという興味深い見

解を提示している。
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人の旅行への関心について，次のように記している。

旅行に関していえば，たんに好奇心のためにする旅行は，散歩以上にペルシア人には

想像しがたし、。自国のものとは違う風習を見たり，間いたこともない言語を耳にしてわ

れわれが身におぼえる快楽を彼らはまったく知らない。(略)

この国の人びとは(略)， 自宅で休息している時にもっともよく徳をつみ，生の愉悦

を味わうことができると考える。つまり，財貨を得る目的のほかは，良い旅ではないの

である。(略)

ペルシア人が世界の他の冨々の現状にはなはだ無知で，地理をまったく理解せず，地

図をもっていないということは， もちろん以上の気質に関係づけて考えるべきであろう。

なぜなら，他の菌々を見たいと思う好奇心がほとんどなく，従って他国にいたる道や距

離に関心がないことから，こうした無知無理解があらわれてくるのだから。彼らのあい

だには諸外冨見関録も新聞雑誌も， 手書きのニュースも情報取扱所もない。[シヤルタe

ン 136-139J 

このシャルダンの言によると，利益のない旅行を疎み，他霞のことに無関心と認識されて

いたイラン人であるが 1-2世紀を経たガージャール朝時代になると， 状況は大きく変化

する。

イラン国内外の各図書館の写本目録や文献リストなどを基に，ペルシア語文献を収集・

紹介した Munzawiの Fihristwaraには，およそ 400点の旅行記が掲載されている

[Munzawi 1374s: 61-158J。この最も網羅され包括的に集められた文献目録に基づき， こ

の中から「ガージャール朝時代のイラン人自身の手によって書かれたもの」に限定して抽出

し，さらに現段階までに公刊されたものや，他の諸目録に挙げられているものを加え，かっ

重複や Munzawiの誤りを訂正した上で作成したものが稿末の 3つの一覧表である。これに

よると， rガージャール朝時代のイラン人による旅行記」は， およそ 283点存在することが

確認される 5)。

この一覧表に基づき，執筆年代の確認し得るものについてのみ，シャーの治世ごとに区分

けして見てみると Fatt‘AliShah (在位 1212-1250/1797-1834):25点 Mutammad

Shah (在位 1250-1264/ 1834 -1848) : 15点 Nasiral-Din Shah (在位 1264-1313/ 

1848 -1896) : 162点， Muzaffar al-Din Shah (在位 1313-1324/ 1896 -1907) : 33点，

Muhammad ‘Ali Shah (在位 1324-1327/ 1907 -1909) : 4点， Ahmad Shah (在位 1327-

5) Munzawiの情報が暖昧な場合も多く，筆者自身が確認し得なかったものもあるが，現段階に

おいてはこの Fihristwaraが最良のベルシア語文献目録であり，これを中心に扱うことに大きな

問題はないと考える。また，この時代はインドでもベルシア語で多数の旅行記が執筆されており，

Abu Talib 19fahaniのMasir--iTalibiなど， ベルシア語旅行記文学の先駆的かっ重要な作品も

存在するが，これらに関してはテーマの関係上すべて省略した。
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1344/ 1909 -1925) : 18点となる [次頁表参照]。この中で， Na$ir a1-Din Shahの治世は

48年と他と比べても圧倒的に長く，単純な比較はできないことを考慮に入れても，全体の

半数以上におよぶ旅行記が彼の治世中に執筆されていることは注目に値し，旅行記執筆の文

化が彼の時代を一つの頂点としていたであろうことが窺われる。

Na号ir al-Din Shah時代に旅行記が多く執筆されるようになった理由の一つは， この

シャー自身にあると考えられる。非常な旅行好きで知られている彼はその治世中に何度も

数ヶ月にわたる旅行に出かけているが， 1286/1870年早春にはギーラーンへ巡遊し，この

とき初めて自身で旅行記を執筆 [1-19J して以降，数度にわたって自らが筆をとって旅行

記を書くようになったの。これら一連の彼の旅行記は，旅中の風景や出来事のみならず， 同

行した関係者の様子や歴史的遺跡等についても詳細に述べるなど，彼の好奇心の旺盛さを表

しているが，その簡潔な文体は，後のペルシア語旅行記文学全般にわたる一つの規範とも

なっている。その証左のーっとして Na号iral-Din Shahの側近であったl'timadal-Salt 

anaは， 当時のイランで、の旅行記文学の隆盛について， MA第 8章「この時代7)に， イラン

にて発展した工業や学問，変化のあった風俗・習J慣など」の中で， r旅行記文学の普及」と

称して次のように述べている。

この賞賛されるべき行いを国王陛下自らが普及された。この新たな時代においては，

イランの民の優れた者のうち，旅行者でありながら益ある旅について記さない者はごく

わずかしかおらず，皆，この崇高な行為において，陛下の追随を行い，模倣に励んでい

る。 [MA:127J 

ここで述べられているように，ガージャール草月期の旅行記文学は， N匂iral-Din Shahを

先導者としてそれに追髄する形で宮廷内を中心に発展したと考えられ，それを裏付けるよう

に，執筆者の多くは，シャーや王子をはじめとした政府内の高位高官かあるいは役人など，

宮廷関係者たち (darbariyan) であり， 民間人による旅行記は極めて少ないことも特徴の

ひとつである九また，今回抽出し得た旅行記の中では，女性の執筆者はわずか二人[1-66， 

6) 主だった旅行を挙げると， 1. ホラーサーン(1283/1866，III-18)， 2. アタパート (1287/ 

1870， III-36)， 3. ヨーロッパ(1290/1873， 1ー 18)，4. マーザンダラーン(1292/1875， 1-21)， 

5. ヨーロツノ"(1295/ 1878， 1-17)， 6. ホラーサーン (1300/1883，III-29)， 7. ヨーロッノf

(1306 -07/1889， 1-74)， 8. エラーケ=アジャム (1309-10/ 1892， 1-68)があり，第一閉自の

ホラーサーンとマーザンダラーンを除き， その他すべてについて， 彼自身の筆による旅行記が存

在する。これらの旅行の他にも，彼は毎年狩猟や巡遊に出かけており， このうち 1305/1888年ま

で=の旅行については， MA: 132 -135参照のこと。

7) MAは， 1306 -07/ 1890年に N勾iral-Din Shahの即位40年を記念して執筆・出版された。

8) 宮廷関係者が執筆者の多数を占めることは呂想録の場合も同様であるが [Fragner1979: 5]， 

一方で Ashrafは， 回想録の場合は短期間ながらも立憲革命期(1900-1920) にその数が多いこ

とを指摘しており， このことは， 政府関係者や改革指導者・推進者が回想録の執筆者全体の四分

の三を占めるという事実ととともに，旅行記とは異なる史料上の性格を表していよう [Ashraf

1375s-a: 432J。
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III-56J であり，女性が単独で旅行することが認められていなかった当時の社会的な制約を

も反映していると見なし得る。

旅の行き先別に見ると，圏内 133点，菌外 150点となり，圏外の大勢はヨーロッパやイン

ド，あるいはメッカなどへの巡礼の旅であるが， このような旅行記の種類や内容については

次章で詳しく検討する。

また， この時代の旅行記は，旅の出発から目的地(あるいは帰国)まで，日記風に臼々の

状況を撮ったものが多く，出発と到着の時刻，移動距離，地理的状況，旅の手段・方法，食

事や休患，物価や鉄道・船などの運賃，諸経費，宿の状況，土地の為政者・有力者の様子，

遺跡・建物や地域の産物などについて，技巧に走らない平易な文体で記されている。加えて，

先述のように，執筆者が宮廷関係者であることが多いため，イラン国内の地方のみならず

ヨーロッパなど他国においても，土地在住の有力者による出迎えや面会の様子，接待や饗応

の宴などが特に重視して書かれており，宮廷内外の有力者たちの人間関係を伝える非常に有

益な史料ともなっている点は看過すべきではない。

治世および種類ζ とに見た旅行記の数

FA Mh N Mz MhA A 不明 計(国内)

周遊 12 5 49 16 2 7 13 104 (58) 

宮命 10 5 73 2 。 1 7 98 (57) 

巡礼 3 5 40 15 2 10 6 81 (18) 

言十 25 15 162 33 4 18 26 283 (133) 

E 旅行記の種類

それでは実際に，如何なる種類の旅行記があるのかその内容について検討する。 283点の

旅行記は，どのような動機や目的でもって旅に出たか， という旅行の自的に応じて分類する

と，以下の 3つのジャンルに分けることが可能である。

1.周遊旅行記 (safarnama-yijahangardi)一一周遊や見聞などレクリエーション的な

旅の際に書かれた旅行記。

2.官命旅行記 (safarnama-yima'muriyati)一一シャーや政府高宮により任命された

官僚によって書かれた報告書の類の旅行記。

3. 巡礼旅行記 (safarnama-yiziyarati)一一メッカ・メディナへの巡礼およびアタパー

トやマシュハドなどのイマーム廟への参詣の諜に警かれた旅行記。

この分類からも明らかなように，ガージャール朝時代の旅行記と一口に言っても，その旅

行の目的は様々であることが窺われる。すなわち，旅行というのは，一つにはその本来の意

味でもある，周遊を目的としたレクリエーション的あるいは物見遊山的な旅行が一般的と考

えられようが， しかし， ムスリムである彼らの場合には Na$ir-iKhusrawをはじめ伝統
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的にメッカ巡礼を主たる自的とした旅行がむしろ重視されており，従って巡礼に際して書か

れた旅行記も多数存在する。さらに，ここで「宮命旅行記」と銘打った旅行記は，この時代

に特有の旅行記であり，後述の如く， この種の旅行記がガージャーノレ朝の旅行記文学の最た

る特徴であるとも考えられるほどである。以下，稿末の表を参照しつつ，それぞれのジャン

ルについて個別に検討する。

1 周遊旅行記 Csafarnama-yijahangardi) 

「周遊旅行記」とは， 見聞のためあるいは何らかの事情で旅に出たときの旅行記と定義づ

けられ，いわゆる紀行文や見聞録といったものに相当する。ここでは 104点の旅行記が数え

られるが，周遊や物見遊山以外にも，避暑や狩猟に出かけるなど遊興の色合いが濃いシャー

や王子の旅行 [1-5，22， 23， 50， 77， 87など]や，病気療養のための旅行[I-70，86Jあるいは

政治的理由による亡命[I-14J もまたこの中に含まれている。

行き先はイラン盟内が 58点と半数以上を占める。一方で外国の場合は， インド， エジプ

ト， トルコ， ヨーロッパ，アメリカ，中央アジア，中国，日本，東南アジアと非常に広範囲

にわたっているの。 このような諸外国への旅行の中で， 当時最も重要であったと考えられる

のは， シャーによって代表されるヨーロッパ旅行である。 Nasiral-Din Shahはイランの国

王としては初めて， 1290/1873年にロシアを皮切りにドイツ・ベルギ・イギリス・フラ

ンス・スイス・イタリア・オーストリア・トルコを 5ヶ月かけて歴訪し，その後も 1295/

1878年， 1306 -07/ 1889年と計 3度ヨーロッパに外遊している。このようなシャーの外遊

は，イランの軍事力や国力増強のための視察といった側面があったことも事実であるが，そ

の一方で旅の成果は非常に乏しく，かっ旅費を外国資本からの借款によって補っていたため

に，度重なる外遊は富家財政を逼迫させる主関の一つで、あると当時でさえも考えられていた。

にもかかわらず，続く Muzaffaral-Din Shahも，わずか 10年あまりの治世の関に， 1317-

18/1900年， 1320/ 1902年， 1323/1905年の 3度にわたって訪欧している[1-71， 72， 73J 10)。

この二人のシャーに倣うかのように， ヨーロッパ旅行記を書き残した者は多く (12点)， こ

のことからも， ヨーロッパが当時のイラン人にとって重要な意味を持ち，彼らがそこに多大

な関心を寄せていたことが窺われよう。それと同時に，西洋近代文明と接触した知識人や有

力者らエリートが，自身の見聞録によって，イラン本国にヨーロッパ文化の紹介と普及を意

9) 中央アフリカや南米に行った例は確認されないが， これらの地に関しては， 西洋人らの旅行記

の翻訳がN勾iral-Din Shah期にl'timadal-Saltana管轄の Daral-Tarjuma (翻訳所)にて数

多く為されている [Munzawi，ibidJ。

10) Mu?affar al-Din Shahの訪欧と医家財政の逼迫， およびシャー自身のお粗末な内容の訪欧記

については， Taj al-Saltanaが辛練な筆致で述べている[タージ 304-309， 317J。また， この

シャーの旅行記を扱った研究として Wickens1983がある。
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図した啓蒙の側面があることも看過してはならない点である。

また，周遊旅行記の中には，一箇所のみを目的として出かけるのではなく，中近東一帯や，

ヨーロッノfからアメリカ，日本，中国，インドと世界一周の旅を行っている者も少なからず

いることは注目に値する[1-4，40， 46， 51， 59， 96J。彼らの場合，数ヶ月や時には数年にもわ

たる長旅を維持する費用をどのように調達したのかについてはあまり触れられていないが，

他の旅行記に見られるように，事前に借金をする場合[II-41J もあれば， イランからの送

金を受け取る場合 [III-64J もあったようである。この中で，例えば 9ヶ月かけて世界を一

周した$aJ;ll)af-bashiは， 持参の宝石を売りさばくことで旅費を工面していたようで， その

ためか運賃や諸国の物価・俸給に至るまでを， Iこれまでの旅行記では十分に述べられてい

ないJ[1-41: 21J として詳細に述べており，彼の旅行記の特徴は，諸国の物価に尽きると

言っても過言ではないほどである。

このような周遊旅行記は，時に個人的な事柄や日常生活の記述に終始しており，内容が不

十分に感じられることもある。しかし，大半の著者は，彼らにとって目新しいものゃあるい

は祖国や故郷とは全く異なる世界の状況をその著作の中で伝えようと努めている。他方，た

とえ物見遊山的な内容であっても，世界の各地へ旅し，その記録を書き残すということは，

当時のイランにおいて異国や異文化への関心が高まり，読み手と書き手の双方にとって旅行

記の需要があったことを示唆しており，国内の旅行に関して残された多数の旅行記とともに，

如何なる形であれ，旅行記の執筆が当時の流行であったことを裏付けるものである。すなわ

ち， この時代の周遊旅行記は，他の国や地域に対する好奇心を持ち合わせたイラン人が，ど

のように異文化と接し，またどのような点に関心を持ったのかということを知る手がかりと

して，またとない情報を提供してくれるのである。

2 官命旅行記 Csafarnama-yima'muriyati) 

ガージャール朝時代の旅行記の中で，これまで十分な検討が為されてこなかったが最も重

要な位置を占めると考えられるのが， I官命旅行記」である。宮命旅行記とは， シャーや地

方長官らによって任じられた役人が，当該地方に赴き，その任務の内容を君主らに報告する，

一種の報告書と定義することができょう。すなわち彼らの旅行の目的は任務遂行であり，旅

行記執筆は実地見聞に基づく報告書の提出という側面をもっ。この点において，これらの旅

行記は他の旅行記とは大きく性格を異にする。

98点を数える宮命旅行記には大きく分けて，1) 国外に使節 (ilchi，safir， wazir-I 

mukhtar) として派遣される場合， 2) 特にイラン園内で， 実地調査を含め各地の情報収

集や視察のために派遣される場合， 3)書記 (munshi)としてシャーや長官の旅行を記録

するために髄行する場合11)の三種がある。

11) 本稿では， 書記によって代筆された旅行記は， 執筆依頼者の旅行の自的に応じて分類されてい

る[ト14，21， 22， 50， 56， 77， 87， IIト14，18など]。但し，内容が行程の記録など公的な側面が強い

場合には任務と見なし，官命旅行記の中に含めた [1ト2，31， 37， 64， 91， 92， 94J。
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まずりの場合であるが， これらは「使節旅行記 sifarat -namaJ とでも称されるべきも

ので， ヨーロッパ [II-9，10， 78， 79， 82， 90， 91ω]やロシア [II-12， 17， 22， 33， 42， 45， 59， 60， 

61， 62， 89Jやインド [II-4，5， 7， 83J に派遣された使節らによる旅行記が確認される。彼ら

は使節として派遣された際に，その本来の職務である条約の締結や慶弔の挨拶といった外交

上の諸問題に対処するのみならず，その国の軍事顧問から軍事制度について教わり閤家予算

や歳入を謂査する一方日1-9 J，その国の地理や歴史にも造詣を深め，政治的な問題点につ

いても報告を行う[II-33Jなど，他盟を知るための情報収集もまた怠ることはない。

このような使節旅行記の場合には， ヨーロッパやロシアに派遣された使節が圧倒的に多く，

これは当時のガージャール朝宮廷にとって，イギリスやロシアが，へラート帰属問題といっ

た領土問題の関係国ゆえに，外交上の最重要国であったためであることは言うまでもない。

一方で当時の隣国インドの場合は，旅行記の数は少なくはないが， ヨーロッパに比して軽視

されていたようで，ボンベイ総領事はヨーロッパ一辺倒の風潮に一石を投じるべく，インド

の地理に関する書物を記すとその序文の中で述べているほどである口1-7: 2 -4 J。

何れにせよ， ヨーロッパやインドへの使節旅行記からは，自らの知見による情報に基づき，

諸外国の優れた制度やその現状をシャーに報告することでイランの発展を求めようとする使

節らの真撃な姿勢が窺えると同時に，その内容は，ガージャール朝の国際関係を研究する際

には欠かせない情報を含んでいることは言うまでもない。

次に 2) として，国内の情報収集や実地調査などのために派遣される官僚たちによる旅行

記が挙げられる。彼らの任務は，地方長官のもとへの使い [II-21， 40， 73， 95J や，反乱の

鎮圧や不穏な地方の情勢調査 [II-3，11， 20， 23， 53， 54， 56， 75J，路程調査[II-6，15， 50， 51， 

53， 70， 71， 72， 87J，電報局設置調査回一49，81]，ダムの調査口1-57，58J，さらには通訳や

ミッションの案内役[II-8，24J，寄進レンガの運搬日1-66J と，実に様々であるが， いず

れの場合も，彼らは道中見聞したことを含め，地方の様々な状況をシャーや高官に報告する

義務を有していたようである。

実地調査や情報収集のために派遣されている彼らの派遣先は，イラン園内にほぼ限られて

はいるが，ホラーサーン，スイースターン，ファールス，フーゼスターン，アゼルノてイ

ジャーンとイランの全域に及んで、いることがわかる。ホラーサーン方面では，カラーテ=

ナーデリーやサラフス，グーチャーンといったロシア国境の諸都市に役人が派遣されており，

先のロシアへの使節旅行記などとあわせ，当時のこの地域への関心の高さを表していよう。

それと間様に，スイースターン・パルーチェスターンに関する旅行記も多く，この地域もま

た，ペルシア湾岸やフーゼスターンと並び，当時南方からイランに圧力をかけていたイギリ

12) Amin al-Dawlaの生涯やその政治活動に関しては，彼の回想録や旅行記を中心に扱った

Fragner 1979: 77 -120に詳しい。
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スの脅威に対し，政府が何らかの手段を講じようとしていた結果と考えられる 13)。すなわち，

これらの国境付近あるいは中央から遠く離れた地方への役人らの調査旅行は，国境問題が英

露との関係も含め重要な政治問題であった当時のイランにとって，国境線や地方へ至るルー

トを確認し，その地方の実態を知るための有効な手段であったと見なすことができるのであ

る。トルコとの国境画定のために， 1265一71/1849-54年まで 6年をかけてイラン西部を

徒歩で調査した記録口1-16J などはその最たるものと言えよう。

ところで当時， このような実地調査の際に重要な役割を果たしたのが技師 (muhandis)

である。表Eからは数人の技師の名前が確認できるが [II-6，13， 24， 36， 53， 58， 87J，おそら

く彼らは Daral-Funun (王立理工科学校)の教師や学生たちであったと考えられ円その

主な任務は，道路や電線敷設の調査など，技師としての能力を生かしたものであり，さらに

また，対象となる地方や町の地図の作製が重要な任務として課せられていた。 17世紀の

シャルダンは， rイラン人は地図をもたない」と伝えていたが， イランにおける地図製作の

萌芽がこの時期に見られることは，上述の国境線の確定による領土国家の概念とも相まって，

今後考察に値する注目すべき問題であろう。

以上述べたように，実地調査報告書の場合，執筆者は，政府が r(その地方の)状況によ

り通暁するようにJ[II-71: 2 ]との目的でもって実際の測量の結果などを記録しているた

めに，他の旅行記と比べ，地理的な情報や地方の様子が具体的かっ詳細に記録されている。

また，個人的な事柄について述べたり，単に興味本位の珍奇なものの紹介に終わったりはせ

ず，調査対象地の歴史や風俗習慣，村落の規模，部族や少数派の状況，農業の様子や徴税額

の見積もり，地方長宮の対応および彼らの中央政府への帰属意識なと、についても言及されて

いる場合がある。さらに，地方での政治的問題点を指摘する一方，自らの意見や見解を述べ

ることもある。これらのことから，国家の官僚の白から見たイラン国内の晴勢報告は，地理

的な情報のみならず，中央と地方との関係についても示唆に富むなど，政治的・社会的にも

重要な内容を含む史料であることが明らかであろう 15)。この点において，文体においては無

13) N勾iral-Din Shahは， 1288/1871年に， rイギリス調査隊の 15日前には， スイースターンの
地図とその状況をシャーに報告するよう」との命令を下し，役人を派遣している [Kirmani:19J。

14) 最初期の地図の一つであるテヘランの地図 (Najmal-Mulkの監督下 1309/1891年作製)の端
警には，製作に携わった Daral-Fununの関係者として数人の名前が記されている。彼らのうち，
Mul;ammad Mirza Muhandisは当時最も有能な技師の一人であったと考えられる。彼の生涯に
ついてはさほど明らかになっていないが， Dar al-Fununで学び， その後数十年間ガージャール
靭宮廷に仕え， その閣にイラン国内外の各地を旅し，道の状況や波tl量，地図の製作を行っていた
ようである。彼の著書は II-6，53， 87， III-9， 80の他に，JughrafiyaづliRudbar， Jughrafiyaつli

Tarikhi--yi Mazandaranなどイラン園内の地理に関するものが多く，すべて彼の調査旅行に際し
て書かれたものである。

15) 本稿では扱わなかったが，官命を受けた旅行の産物として，旅行記ではなく地理書
(jughrafiya)の形態で献呈されている場合も多数存在する [Munzawi1374s: 159 -264J。今後，
動的な視点の旅行記と静的な視点の地理書といった叙述史料を重ね合わせることで，当時のイラ
ンの地方の状況をより深く検討することが可能となろう。
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味乾燥とも言える役人によるこれらの旅行記は，外国人の見たイラン観察記とは全く異なる

視点から様々な情報を提供しており，イラン国内の地域研究を行う際には必要不可欠な史料

となりf尋るのである。

ここで興味深いことに，官命旅行記全体の特徴として，君主の治世ごとによるそれらの分

布を見ると N勾iral-Din Shahの時代に 73点と，全体の 8割近いものがこの時期に集中

して書かれていることが明らかとなる [48頁表参照、〕。彼の時代が半世紀近くに及んでいた

とはいえ，周遊旅行記や巡礼旅行記の場合，彼の治世中に書かれたものは全体の約半数であ

るという事実と照らし合わせてみると，官命旅行記に限っては，この時代に集中的に書かれ

たと見なすことができょう。その上， この種の旅行記は， Fatl;1‘Ali Shahや Mul;1ammad

Shahの時代にも多い一方で Na号iral-Din Shah以後は大幅に数が減っている。この点に

関しては，今後さらなる検討が必要であろうが，宮命旅行記の大半はシャー自身が命令を与

えて調査に向かわせていることから，それぞれのシャーの国政に対する姿勢の相違が表れて

いるようにもJ思われるのである。

3 巡礼旅行記 (safarnama-yiziyarati) 

最後に， r巡礼旅行記j としてまとめられる旅行記が存在するが，巡礼旅行記とは， メッ

カ巡礼(l;1ajj，‘umra) や， アタパート・マシュハドといった歴代イマームの墓廟への参詣

(ziyarat)を目的とした旅の際に書かれた一連の旅行記を指し，ここでは 81点が数えられ

る。

巡礼旅行記の中でもメッカ巡礼記はこれまでにも様々な形で紹介が為され，詳細な研究も

数多く出されているため16) ここでは，イラクのアタパート(ナジャフ・カルパラー・サー

マッラー・カーズィマイン)，イラン国内のマシュハドおよびゴムといったシーア派聖地参

詣の旅を記した旅行記もまた，多数存在することを指摘しておきたいt7)。中でも，表班から

も明らかなように，アタパートに関する旅行記は 36点と，メッカの 43点と比較しでも決し

て少なくはない。 この 36点のうち， メッカ巡礼の前後にアタパートに立ち寄るという形式

を取らない， 独立したアタパート参詣記は 20点存在する。 これはガージャール朝期にオス

マン朝との関係が改善され，アタパートへの参詣が増加したことに基づいており，他の時代

にはあまり見られないこの時代特有の現象である。

マシュハドへの参詣記(12点)はメッカやアタパートに比べるとはるかに少ない。また，

16) イラン人のメッカ巡礼旅行記を扱った研究としては， Fragner 1979: 20 -24， Farahani [III-

57Jを中心とした坂本氏の一連の研究 1982，1992， 2000，およびイラン人のメッカ巡礼を様々な観

点から包括的に扱った Ja'fariyan1379sなどがある。

17) イラン人のアタパート参詣に関しては，小牧 1991が1870年の N勾iral-Din Shahの参詣を詳

しく紹介している。
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ゴムの場合， 独立した旅行記はさらに少なくなるが (8点)， ゴムはテへランから南方へ向

かう際には必ず立ち寄る聖地であり，そのルートを辿るほぼすべての旅行記から，ゴムの

マースーメ廟への参詣の様子は明らかとなる。他に，国内の主要な聖地としてはテへラン南

方のレイにあるアブドウル・アズィーム廟が挙げられるが， この廟への参詣を扱った独立し

た旅行記は存在しない。しかし， この廟はテへランを出発した最初の宿泊地となっており，

ゴム問様に他の旅行記からこの廟への参詣の様子を確認することは可能である。

この他，巡礼旅行記としては異色のものとして，エスファハーンからマシュハドまでの聖

者廟を名前と簡単な経歴を付して紹介したもの [IIト 77Jや，技師としての職業柄か参詣の

際にも道の状況や地理を詳細に記録する MuhammadMirza Muhandisの2書 [III-9，80J 

がある。また， Mahdi Quli Khan Hidayatのメッカ巡礼記 [III-64J は， メッカ巡礼の前

に中国や日本を訪れ，巡礼後もヨーロッパを周遊するといった世界一毘旅行記であるが，彼

の場合， イランを発つ主な理由が， 失脚した宰相 Aminal-Sultan Atabakの「メッカ巡

礼」に同行することであったため，メッカ巡礼は身の危険を感じる高宮にとってイラン脱出

の最も有効な口実であったことが知れようω。このことは， Atabakの前に宰相であった

Amin al-Dawla [III-52J もまた， 失脚後故郷に戻りそのまま程なくしてメッカ巡礼のた

めにイランを出国していることからも確認され，メッカ巡礼の別の側面がこれらの旅行記か

ら浮かび上がるのである。

ところで，比較的簡単に旅することのできたマシュハドやゴムなど園内にある聖地に比し

て，メッカやアタパートへの巡礼の様子を旅行記に記録する主たる目的は，周遊旅行記に顕

著な異冨の紹介というよりもむしろ， r(巡礼を行う)すべてのムスリムの益となるためにj

[III-80: 286J であり，読者に対して，巡礼時の問題点，巡礼の臼程，宿泊施設，費用，旅

中の危険性などを知らしめる，巡礼の際の指南書となることを意図して書かれている。その

ため，彼らの中には，さして内容が新しくない場合，他の者と重ならないようにすべく，内

容の省略といった事態も見受けられる[IlI-72 : 233 -234J。

以上，巡礼旅行記からは，巡礼ルートや巡礼のやり方など，巡礼に関わる様々なことがわ

かると同時に，一つのテーマにおける 150年に及ぶ豊富な史料状況から，聖地そのものや巡

礼の時代的な変遷を追うことも可能である。殊に，これまで十分に注意が払われてこなかっ

たイラン人のシーア派聖地参詣の実態を考察することで，ガージャール朝時代の巡礼の全体

像を把握し，当時のイラン人の精神世界や宗教観を検討することにまで踏み込んだ，より包

括的な研究がこれらの史料に基づいて行えよう。

18) 宰椙 Atabakは，失脚後わずか 1週間で， r 7ヶ月以内に帰国Jとの条件付でメッカ巡礼に出

るが， ガズヴィーンあたりまではどのルートでメッカに向かうのか， Hidayatら伺行者にも知ら

せない気の配りょうであった [III-64: 5一7]。
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おおりに

本稿ではガージャーノレ朝時代のイラン人自身の手になるペルシア語旅行記 283点を， r周
遊旅行記Jr官命旅行記Jr巡礼旅行記jの三種に分類して紹介した。これら多数の旅行記文

献は， 17世紀には「旅行嫌い」で「他の国々の現状にはなはだ無知Jであったイラン人が，

その時代とはうって変わって，好奇心を持ち合わせて，イラン圏内のみならず世界各地へ赴

いた産物である。本稿では個々の旅行記について詳細に扱うことはしなかったが，その各々

に特徴があり，それらからは，イラン人の見た異国や異文化，イラン園内のルートや地方の

状況，シーア派聖地をも合めた巡礼の実態や意義など，当時のイラン社会やイラン人の関

心-問題意識を様々な観点から明らかにすることが可能となる。

最後に， これほど多くの旅行記が書かれた背景について一言付言すれば，ガージャール朝

時代とは，外国，特に先進国として世界をリードしていたヨーロッパとの接触による内省の

時代，換言すると，外部からの影響を受けたイランが，政府やその高位高官レヴェルにおい

て，自己認識や自己再発見の模索を始めた時代であると言えるのではなかろうか。ヨーロッ

パからの技術や文化の流入は，政府を筆頭に，有力者や知識人をして， ヨーロッパに自を向

けさせ，一方イギリスやロシアの圧力により生じた国境問題は，政府をして，それまでさほ

ど注意を払うことのなかった地方に対して，確実な情報を求める意識を喚起させた。ヨー

ロッパ旅行記が多数存在することや，自国の内情を知ろうと努めた役人の報告書などはその

証左であろう。すなわち，当時の政府の関心は，諸外国の動向を知り，その優れた点を取り

入れようとする一方で，圏内に対しては，ルートの開発や地図の作製といった地理的な知識

の収集に加えて，各地方の歴史的・文化的な側面あるいはその帰属意識の把握にも向けられ

ている。献呈される旅行記からは，常にその時々の地方や他国の状況を知ることができるの

である。ゆえに，旅行記が最も多く執筆されていた Nasiral-Din Shah期は，単に旅行記

執筆が文化面での流行であったということだけではなく，地方や他国を知ろうとする政府の

政策的意図が強かったのではなかろうか。この点に関しては今後さらなる検討が必要であろ

うが，当時なぜこれほど多量の旅行記が書かれたのかという問題に対する一つの解釈として

提示しておきたい。

以上見てきたように，旅行記とは，単に文学的な興味や関心を満たす側面のみならず，当

時のイランの政治的・社会的な世棺をも映し出す第一次史料でもあるのである。それゆえ，

ガージャール朝時代を研究するにあたり，年代記や文書史料および西洋人によるイラン観察

記と並んで，イラン人自身によって著された旅行記などの叙述史料を利用することで，政

治・社会・文化の各方面から当時の社会状況や人々の関心などについて，より一層研究を深

めていくことが可能であると考える次第である。
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I一周遊旅行記

No. 書 名 著 者 名 執筆年 綴考(目的地等)

1 I Ayina-yi 'Ibrat Muhammad Kazim Ulfat 14 c エスファハーン・シーフーズ・インド

Isfahani 

2IBadayi'al-Athar') Mal)m註dZarqani ワ アメリカ

3 I Barf wa Yakh Wazih Bukhara'i 1288 ケルマーンシャー

4 I Bustan al-Siyal)a2
) Zayn al・AbidinShirwani 1248 アフガニスタン・インド・アラビア・シ

リア・エジプト・トノレコ・アノレメニア

5 I !_ãrik~-~ ，Sargu;;asht-i Mas'ud Mirza Zill 1323 エスファハーン・エラーケ=アラブ.

Mas‘udi3) al-Sultan ファーノレス・ロレスターン

6 ITab号iratal-Musafirin Muhammad Hasan 1270 -1308 タブリーズ・トルコ・マシュハド

Tabataba'i Tabrizi 

7 I Tuhfat al…Salikin Mu‘ayyad ?afar‘Ali Shah 1324 ワ

8 I ~u?:at ，~lー‘Alam wa ;::ayl-i ‘Abd al-Latif Shushtari 1216 -19 シューシュタノレ→パスラ・インド

TuhfatO 

9 I Tul)fat al-Fuqara' 5) ‘AliKh孟nSaf孟， al-Saltana 1300 マシュハド→タパス・ヤズド・ナーイー

Mushta屯iNa'ini ン・テヘラン

10 Tuhfat al-Muluk Mirza Ahmad Tabatab孟'1 1275 インド

11 
I;!ikayat-i Nadira fi Safar-i ‘Abd Allah Wazir Khan 1279 アク事ラ

Agra 

12 Khatirat つ 1919 AD ヨーロッノマ

13 
Rukn al-Asfar Ghul孟mI;!usayn Khan 1331 マーザンダフーン

Afzal al-Mulk 

14 
Rumuz al-Siyal)a') Najaf Quli Mlrza 1251 -52 Ri主aQuli Mirzaらのイラク・ヨーロッ

ノマ行

15 
Ruznamcha-yi Safar-i Fars Farhad Mirza Mu'tamad 1257 -58 ファーノレス

al-Dawla 

16 
Ruznama-yi Safar-i Sayyid Jalal Burani 13 -14c ホラサーン

Khurasan 

17 
Ruznama-yi Safar-i Nasir al-Din Shah 1295 ヨーロッノマ

Duwwum-i Farangistan 7l 

18 
Ruznama-yi Safar-i Nasir al-Din SMh 1290 -91 ロシア・ヨーロッノマ

Farangist孟n')

19 Ruznama-yi Safar-i Gllan 9) Nasir al…Din Shah 1286 ギーラーン

20 
Ruzn孟訂la-yiSafar-i Mul)ammad Agha ワ ニーシャープーノレ

Nishabur Mu‘awin al-Fuqara' 

21 
Ruznama-yi Safar-i Muhammad Hasan Khan 1292 Nas;ir al-Din Shahのマーザンダラーン

Humayun ba-MazandaranlO) l'timad al-Saltana 行

22 
Ruznama-yi Shikar-i Kun Malik Qasim Qajar 1266 Nasir al-Din Shahの狩猟の記録

wa Sulqan 

23 
Ruznama-yi Farid Muhammad ・AliFarid 1315 -18 フーゼスターン・インド・ヨーロッノマ

al-Mulk") al-Mulk Hamadanl 

24 
Ruznama-yi Waqayi'-i Muzaffar al-Din Shah ワ タブリーズ→モガーン

Safar-i Mughan 

25 Rah一品ward12) 草asanWa与idDastgirdi 1311? チャハー Jレェマハー jレ・エスファハーン

26 Riya主al-Siyal)a13) Zayn al-'Abidin Shlrwani 1242 イフン

27 
Sargu;;asht wa Safarnama Abu Turab Fazl Allah 1257 ワ

Khawari Sharlfl Shirazl 

28 
Safarnama Mlrza Asad Allah Kh孟n 13 -14c ベルシア湾

Isfandiyari 

29 
Safarnama Mirza Ri土aTibyan 1341 レザーイエ

al-Mulk 

30 
Safarnama14) 草ujjatal-Islam-zada 1343? ワ

Usku'i 
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No. 書 名 著 者 名 執筆年 備考(百的地等)

311 Safarnama Al.1mad Khan Sartlp 1309 テヘラン

Kaba'i Shirazi 

321 Safarnama 15) ‘Ali Safa 'Ali Shah Zahir al-Dawla 1324 ハマダーン

331 Safarnama Muhammad ‘Ali 1300 タブリーズ→ァヘラン

Pish-khidmat 

341 Safarnama Mahmud Farrukh ワ ロンドン

351 Safarnama Mahmud Khan Fasa'i 1317 シーラーズ→エジプト・イスタンプーノレ

361 Safarnama Shaykh Mul.1ammad 1327 ナジャフ→ァヘラン

Mazandarani 

371 Safarnama Mirza Muhammad 'Ali 1318 ノマリ

Kh昌nMu‘inal-Saltana 

381 Safarnama pish-khidmat 14c ワ

39 SafarHamal6〉 Yar Muhammad Kh孟n 1307， ボジュヌノレド→ァヘラン

Saham al…Dawla 1312 

401 ~a:~rn~~~-:y~，~brâhim Ibrahim与al.1l.1aιbashi 1314 -15 ヨーロッパ・アメザカ・日本・香港・シ

~al.1l.1孟f-bâshïl7) Tihrani ンガポーノレ・インド

411 Safarnama-yi A?arbaijan Mirza 'Abd al-I:Iusayn 1303 アゼJレパtイジャーン

Sarrish tadar 

421 Safarnama-yi Istanbul Shaykh al-Ra'is I:Iayrat つ イスタン 7'ーノレ

Qajar 

431 Safarnamaヴ iIsfahan 18) Mirza Muhammad Salih 1227 エス 7 ァハーン→ァヘラン

Shirazi 

441 Safarnama-yi I~fahân 19) ‘Abd al-I:Iusayn Malik 1332 エスアァハーン

al-Mu'arrikhin K立sh孟ni

451 Safarnama-yi 1甲fahan ? 1343 エスファノ¥ーン

461 Safarnama-yi A wans A wans Khan Armani ワ ヨーロッパ・日本・韓国

471 Safarnama-yi Bananiya Banan Daftar Ri土a'i 1313 ワ

481 ~af~rnâma-yi Tabbat wa Sayyid 'Izzat Allah 1227 -28 チベット・トノレケスタン

Turkistan 

491 Safarnama-yi Tihran Muzaffar al-Din Mirza 1306 タプリーズ→ァヘラン

501 ~a:a:n~ma-yi Chaman-i Sam Mirza Mulk Ara 1275 -76 Nasir al-Din Shahのス jレターニーエ行

Sultaniya 

511 ~afarn~~"~-yi I:Iajji Muhammad ‘Ali I:Iajji 1306 インド・エジプト・ヨ一口 Iノノマ・トノレ

Pir-zada20
) Pir-zada Na'ini コ・シリア・イラク

521 Saf~:nâma-::~i Khurasan Ghulam I:Iusayn Khan 1301 -02 ホフーサーン・ケノレマーン

waK 包l・rman2l) Af土alal-Mulk 

53 
Safarnama-yi Khwaf wa Hatam Khu'i 1311 ハーフ・パーハJレズ

Bakharz 

541 Safarnama-yi Khuy22) Muzaffar al-Din Mirza 1307 タプリーズ→ホイ

551 Safarnama-yi Khuy Mirza ‘Abd al-Amir 1325? ホイ

Shaykh al-Islam 

56 Safarnama-yi Khuzistan Mahmud Mirza Afshar 13 -14c I:Iusam al-Saljanaの7ーゼスターン行

57 
Safarnama-yi Khiwa wa I? 1863 AD ヒヴァ・プハーラー・サマルカンド

Bukhara wa Samarqand 

58 Safarnama-yi Rudbar Khusraw Khan 1273 ノレードノて-Jレ

59 Safarnama-yi Sanglakh23
) I? 1288? イラン・トノレケスタン・トルコ・エジプト

60 
Safarnama-yi Siyah-Kuh Muhammad Hasan Khan 13c スィヤーフクーフ

Sani' al-Dawla 

61 Safarnama-yi Shiraz ‘Abbas Iqbal Ashtiyani 1303 エスファハーン→シーラーズ

162 
Safarnama-yi Shiraz Mirza Fa土1Allah ワ シーラーズ

Sudakhri 

Safarnama-yi Shiraz24) Mirza ‘Abd al-Wahhab 1316 シーラーズ
63 

Khan Nizam al-Mulk 

64 
Safarnama-yi Shikag立却 Mirza Muhammad ‘Ali 1318? シカゴ

1 Khan Mu'in al-Saltana 
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No. 書 名 著 者 名 執筆年 備考(目的地等)

65 I Safarnama-yi Tawalish26l Mirza Abu al-Nasr 13 -14c タヴァーレシュ

Husam al-Saltana 

66 I Safarnama-yi Tihran27) Khawar Bibi Shadlu 1316 ボジュヌノレド→テヘラン

67 I Safarnama-yi T色S 写usamal-Saltana 13 -14c トゥース

68 I Safarnama-yi‘Ira司ーj'Ajam"lNasir al-Din Shah 1309 -10 エラーケ=アジャム

69 Safarnama-yi Fars Afkham al-Mulk ワ ファ-)レス

70 
Safarnama-yi Farangistan29l Mas'ud Mirz昌zm 1323 エスファノ、ーンー+ヨーロッノマ

al-Sultan 

71 Safarnama-yi Farangistan30l Mupffar al-Dln Shah 1317 ヨーロッノマ

72 Safarnama-yi Farangistan31l Muzaffar al-Din Shah 1320 ヨーロッノマ

73 Safarnama-yi Farangistan Muzaffar al-Din Shah 1323 ヨーロッノマ

74 Safarnama-yi Farangistan"l N昌平iral-Din Shah 1306 -07 ヨーロッノマ

75 
Safarn孟ma-yiFarangistan3Jl Yar Muhammad Khan 1319 ボジュヌノレド→ヨーロッパ

Saham al-Dawla 

76 Safarnama-yi Farhushi ‘Ali MuJ:!ammad Mutarjim I? ホラーサーン→パフティヤーリー

77 
Safarnama-yi Muhammad Riza Munshi 1306 Mu手affar al-Din Mirzaのタブリーズ

Qaracha-Dagh →ガラーチェダーグ行

78 
Safarnama-yi Muzaffar al-Din Mirza 1292 タブリーズ→ガラーチェダーグ・アJレダ

Qaracha-Dagh ビール

79 Safarnama-yi Qafqaz Majd al-Saltana 1313 コーカサス

80 
Safarnama-yi Kajlar ワ 13c ‘Abbas Mirzaのタプリーズ→カジュラ

ノレ1"丁ω 

81 
Safarnama-yi Kurdistan SuJtan Sartib MuJ:!ammad 1329 クJレディスターン

I:Iusayn Muh孟jirQarabaghi 

82 Safarn昌ma-yiKirman Isma'n Thaqib Ashtiyanl I? ケノレマーン

83 Safarnama-yi Kirman ワ 1309 タブリーズ→ケノレマーン

84 Safarnama-yi Kalkatta Umid 'Ali Hala'i ワ カJレカッタ

85 
Safarnama-yi Gilan wa I? 1276 ギーラーン・マーザンダラーン・アスタ

Mazandaran wa Astarab昌d ラーノてード

86 
Safarnama-yi Larijan 'AliQu!i肘IlrzaI'tizad 1297 フーリージャーン

al-Saltana 

87 Safarnama-yi Maragha Muhammad Ri土aMunshi 1305 Mu?affar al-Din Mirzaのマラーゲ行

88 Safarnama-yi Maragha Muzaffar al-Din Mirza 1308 マラーゲ・サーウ'ェジボラーグ・ウノレミエ

89 Safarnama-yi Hindustan Mahmud Shirazi 1309 シーラーズ→ボンベイ

90 
Safarnama…yi Hindustan Abu al-I:Iusayn Mirza ワ インド

Shaykh al-Ra'is Qajar 

91 Safarnama-yi Hindustan Mlr Sayyid ‘Ali Niyaz 1230? ブーシェフル→インド

Safir… Samiri wa Safar-i Ghulam I:Iusayn Khan 1301 カラーノレタ'シュト・ターレカーーン・アタ

Na平iri Af土alal-Mulk パート→テヘラン

Sawanih-i Safar Muhammad Muhsin 'Asi 1267 エスファハーン→ラシュト

Rashti Isfahani 

94 
Sawanih-i Safar-i Muhammad Karlm Khan 1267 ホラーサーン

Khurasan Kirmani 

95 SiyaJ:!atnama 'Abd al-Karim Mushtaq 1841 AD イギリス

96 
SiyaJ:!atnama-yi I:Iajji MuJ:!ammad ‘Ali SayyaJ:! 1276 -94 ヨーロッパ・アメリカ・日本・中国・イ

SayyaJ:!剖〕 Mahallati ンド

97 
Kitabcha-yi Musafarat-i ‘Abd Allah Qaraguzlu 1308 アラベスターン・ロレスターン

‘Arabistan wa Luristan 

98 
Ganj-i Shayigan Mirza MuJ:!ammad Taqi 1299 7ーゼスターン・ロレスターン

Khan Hakim-bashi 

99 
Mir'at al-Ahwal35l Aqa AJ:!mad Bihbahanl 1225 イラク→インド

Kirmanshahl 

100 Musafarat-i Tiflis Mirza Taqi Khan Tabib 1288? ティフりス

101 Muqabir-i Hind Isma'i1 $aJ:!J:!ab-bashi 13 -14c インド
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首O. 一番 名 著 者 名 執筆年 備考(目的地等)

102 Maq号ud-iJahan Mal，lmud Mirza Qajar 1242 ホッラムアーバード→冬営地

103 
Hidayat al一宇adriyafi ワ 14c インド

al-Hidayat al-Bashariya 

104 
Yaddashtha-yi Safar-i Ibrahim Safa'i 1292 ハマダーン
Hamadan36) 

1) Lithography， Bombay， 1914. 

2) Lithography， Tehran， 1315q. 
3) Khadiw-jam， H. (edよKhatirat-i?ill al-Sultan， vol. 1-2， Tehran， 1368s. 

.) Muwal，ll，lid， $. (edふTehran，1364s. 

5) 1) Afshar， 1. (edふFIZ16， 1348s.， pp. 90-190. 2) Gulbun， M. (ed.)， Tehran， 1366s. 
6) Farman-farma'i， A. (edふTehran，1361s. IFraser， J. B. (trふLondon，1838. 

7) Afshar， 1. (edふTehran，1363s. IHoutum-Schindler， A. & L. de Norman (trs.)， London， 1879. 
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8) 1) Mustawfi， 'A. (ed.)， Esfahan， 1343s. 2) Qaziha， F. (edふTehran，1379s. IRedhouse， J. W. (trふLondon，

1874， repr. California， 1995. 
9) 1) Studa， M. (edふTehran，1367s. 2) Qa土iha，F. (edふTehran，1377s 
10) Offset of 1314q.， Tehran， 1356s. 

川 Farid，M. (edふTehran，1354s. 

12) Lithography， 2vols.， Tehran， 1311s. 

国 Rabbani，A. I;:I. (ed.)， Tehran， 1362s 
14) Lithography， Mashhad， 1303s. 

15) Afshar，1. (edふTehran，1367s.， pp. 53-84. 
16) Rawshani Za'fr孟nlu，Q. (ed.) ， Safiαrnamα-yi Saham al-DαωJα， Tehran， 1374s.， pp. 25-149. 
17) Mushiri， M. (ed.)， Tehran， 1357s 

18) Afshar，1. (ed.)， MII 7， 1377s.， pp. 255-284. 

19) J a'fariyan， R. &‘A. Ramai昌n(edsふMII3， 1375s.， pp. 17-63. 
制 Farman-farma'iyan，I;:I. (edふTehran，2vols.， 1342-43s 

2!) Rawshani Za‘franlu， Q. (ed.)， Tehran， 1360s 
22) Farman-farma'iyan，尽.(edふTehran，1342s. 
阻) Lithography， Tabriz， 1291-95q. 

24) Afshar，1. (edふFIZ13， 1344s.， pp. 188-278 

目) Shahidi， H. (edふTehran，1363s. 

26) $afawi，1. (edふTehran，1346s. 

27) Rawshani Za'franlu， Q. (edふSafarnamα-yiSaham al-Da叩 la，Tehran， 1374s.， pp. 173-220. 
28) Offset of 1311q.， Tehran， 1362s 

29) Khadiw-jam， I;:I. (edふKhatirat-i?，illαl-Sultan， vol目 3，Tehran， 1368s. 
拍) Shirazi， A. (edふTehran，1363s. 

3l) Dihbashi，‘A. (ed.)， Tehran， 1361s 
32) Ri土W 孟ni，M.1. & F. Qaiiha (eds.)， 3vols.， Tehran， 1373-78s. 
33) Rawshani Za'franlu， Q. (edふSafiαγnama-yiSaham al-Da叩 la，Tehran， 1374s.， pp. 151-172. 

刊 Sayyal，l， I;:I. (ed.)， Tehran， 1346s./Deyhim， M. N. (tr.)， Mariland， 1998 
お Dawani，‘A.(ed.)， Tehran， 1375s 

国) Lithography， n. p.， 1337q. 
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立一宮命旅行記

No 書 名 著 者 名 執筆年 備考(目的地・任命者等)

1 I Ahwal-i Chin Edward Birjis， Mirza $adiq 1261 中国 (BahmanMirza) 

2 IUrd白一yiHumayun 1) Muhammad Hasan Khan 1300 N勾iral-Din Shahのホラーサーン行の

I'timad al-Saltana 記録

3 I~~dãyi‘ al-Samar wa Shaykh al-Ra'is Qajar 1292 マシュハド→グーチャーン懐柔のための

Waqayi・al-Safar 使節

Tarikh-i Sifarat-i .!:Iajji I? 1216 -21 インドへの使節 (FA)

4 I Khalil Khan wa Muhammad 
Nabi Khan') 

5 ITuちfatal-Khaqaniya Sultan Abu al-Fath 1231 セパーハーン→インド (FA)

草asani.!:Iusayni 
Jughr孟fiyawa Nam-i Muhammad Hasan Mirza 1307 テヘラン=ファーノレス間の路程調査

6 I Manazil az Tihran Muhandis， ‘Ali Khan 
ba-Shiraz') Muhandis 

7 IJalIトiJam-i Hindustan 4) 'Ali Khan Wiqar al-Mulk 1316 ボンベイ総領事

草ijajiTabrizi 

8 1 Halat wa Akhbar5
) Mirza Jan Shirazi 13c シーラーズ→エスファハーン通訳

9 l.!:Iayrat-nama-yi Sufar品川 Abu al-Hasan Khan 1224 -25 イギリスへの使節

Shirazi 

Khula号a-yi Wa司孟yi' wa .!:Iusayn‘Ali Khan ワ フランス・イギリスへの全権公使

10 Shar与一 Al)wal-i .!:Iusayn 
'Ali Khan 

11 
Dafi' al-Ghurur 7) 'Abd al-'Ali Khan Adib 1275 アゼJレパイジャーンの不正認査

al-Mulk 

12 
Dalil al-Sufar昌'8) Muhammad Hadi Shirazi 1229 -31 Abu al-Hasan Khanのロシア使節団の

記録

13 
Rapurt-i Siyal)at-i釦1isr Muhammad Mirza 1296 エジプト (N)

Muhandis 

14 Rapurt-i Kalat-i Nadiri ワ 1309 マシュハド→カラーテ=ナーデリー

15 
Rapurt-i Gardash dar Sulayman Muhandis 1298 ガズヴィーン=ギーラーン関の舗装道路

Kuhistanha 選定

16 
Risala-yi Sarl)addiya 9) Ja'far Khan恥lushir 1265 -71 イラン=トルコ国境調査団

al-Dawla Tabrizi (Mirza Aqa Khan N註ri)

17 
Ruznamcha-yi Ma'muriyat-i f:u al-Faqar ワ ロシアへの使節

Rusiya 

18 
Ruznamcha-yi Mamlakat-i I? 13c ホラーサーン (N)
Khurasan!O) 

19 
Ruznama-yi Sifarat-i Ishik Ma'号umKhan Ishik 1301 ホラーサーン→カーブルへの使館

Aghasi Aghasi (Rukn al-Dawla) 

20 
Ruznama-yi Safar-i ワ 1263 アスタラーパードへの懲罰軍

Astarabadll
) 

21 
Ruznama-yi Safar-i Ja'far Quli Khan 13c ボルージェノレドへの使者 (N)

Burujird 

22 
Ruznama-yi Safar-i Muhammad 'Ali Khan 1257 ホラズムへの使節団の記録 (M)
Khwarazm12) Ghafur 

23 
Ruznama-yi Safar-i Qa'in13

) Mirza Khanlar Khan 1293 -94 ガーエンの情勢報告

I'tisam al-Mulk 

24 
Ruznama-yi Safar-i Kirman Mirza Riza Kh昌nSarbaz-i 1322 ケノレマーンへのインド貿易ミッションに

Muhandis 向行 (Mushiral-Dawla) 

25 
R白znama-yiSafar-i Mirza Kh孟nlarKhan 1280 -81 タブリーズ→ティフリス・ロンドン

Landan14l I'ti号amal-Mulk 

26 
Ruznama-yi Safar-i MUl)ammad Taqi 13c ハマダーン

MUl)ammad Taqi Pish-khidmat Tajrishi 

27 
Ruznama-yi Safar-i Mirz孟 Mirza Nasr Allah Sultan 1241 マシュハド

Nasr Allah Sultan 

28 Ruznama-yi Safar-i Hirat!5) I? 1268 ヘラートへの使者 (N)
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29 I Ruznama-yi Siyal;1at Mirza ‘AIi Sarrish tadar 1278 タブリーズ→ァヘラン

30 I~ù~~】äma-yi Musafarat-i Mlrza Hasan Khan 1298 マシュハド→カラーテ=ナーデリー

Kalat Sipahsalar 

31 
Zubdat al-Athar Abu Nasr Fath Al1ah 13c Nasir al-Din SMhの旅行の記録

Kashanl Shaybani 

32 
Sargu~asht-i 草ishmat Ibrahim Qulzum I~fahãni I? 京ishmatal-Dawlaのホラーサーン統治

al-Dawla の記録

33 
Sifarat-nama-yi Riza Quli Khan Hidayat 1268 ホラズムへの使節 (N)
Khwarazm!6) 

34 
Safarnamal7) Mirza Hasan Khan 1300 ‘Izz al-Dawlaのロシア行に随行

Munshi 

35 Safarn主ma18) Tahir Khan Iftikhar Ni宇品m 1300 'Izz al-Dawlaのロシア行に随行

36 Safarnama-yi Ã~arbãijãn19) Sulayman Khan Muhandis 1293 -94 タプリーズでマドラサ開設

37 
Safarnama-yiλ.arbaijan20

) ~ã l;1ib-i nasaq 1296 -97 Muzaffar al-Din Mirzaのアゼノレパイ

ジャーン行に随行

38 Safarnama-yi Alman Yal;1ya Nami 1306? Na号iral-Din Shahの訪独関係の文書集

39 Safarnama…yi I~fahãn ワ 13c Zill al…Sultanのエスファハーン行の記録

40 
Safarnama-yi I~fahãn wa I? 1303 エスファハーン・シーラーズへの使者

Fars 

41 
Safarnama-yi Amin Mirza Qahraman Amin 1300 Nasir al-Din Shahのホラーサーン行に

Lashkar2l
) Lashkar 随行

42 Safarnama-yi Bukhara ワ ワ ブハーラーへの使節 (FA)

43 Safarnama-yi Baluchistan22
) ‘Ala' al-Mulk つ パノレーチェスターン

44 
Safarnama-yi Baluchistan I? ワ パルーチェスターン報告

(Z;ilI al-Sultan?) 

45 Safarnama-yi Pitruzburgh23) Mirza Hasan Munshi Asrar 1298 ロシアへの弔問団の記録

46 Safarnama-yi Tabriz24
) Wali Khan Arakli 1266 タプリーズ (N)

47 
Safarnama-yi 'Abd Allah Qaraguzlu 1294 -96 トjレクメニスタン

Turkmanistan'引

48 
Safarnama-yi Tiflisー Muhammad Hasan Khan 1290 Na号iral-Din Shahの訪欧帰国時にティ

Tihran26
) l'timad al-Saltana フリスにて残務

49 
Safarnama-yi Tihranー 。 1293 電線敷設調査 (Mukhbiral-Dawla) 

Shahrud-Tus 

50 Safamama-yi Tihran-Qazwin I? 1266 ガズヴィーン (N)

51 
Safarnama-yi Junub-i ワ 1256 エスファハーン→シーラーズ・プーシェ

Iran27) 7)レ(Mh)

52 Safarnama-yi Khuras孟E拙 Muhammad ‘Ali Munshi 1299 Rukn al-Dawlaのサラフス行の記録

53 
Safarnama-yi Khurasan29

) Muhammad Mirza 1295 ホラーサーン地方の調査 (N)

Muhandis 

54 
Safarnama-yi Khurasan Muhammad Ibrahim 13c ホラーサーン・スイースターン (N)

wa Sistan30) Khudabandalu 

55 
Safarnama-yi Khwarazm Lala-bashi Chardahi ワ トノレコマン・ホラズム (N)

Kalata Damghani 

56 
Safarnama-yi Khwarazm Isma'il Sarhang 1280 サーノレーク・ヒヴァの鎮圧 (N)

wa Khiwaq31l 

57 Safarnama-yi Kh白zistan chakir-i 'Abd al-Qadir 1306 Najm al-Mulk報告の見積り確認、

58 
Safarnama-yi Khuzistan32

) ‘Abd al-Ghaffar Najm 1298 -99 アフワーズのダム謁査 (N)

al-Mulk 

59 
Safarnama-yi Rusiya担) Mustafa Khan Baha' 1244 Mirza Ma号'udのタブリーズ→ベ'j-)レプ

al-Mulk Afshar Jレグ行の記録(‘AbbasMirza) 

60 
Safarnama-yi Rusiya34) ‘Abd al-Samad Mirza 'Izz 1300 モスクワ・ベァルプルグへの代表団

al-Dawla (N) 

61 
Safarnama…yi Rusiya田} ワ 1298? マシュハド→アシハバード祝賀使節|

(Rukn al-Dawla) 
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62 1 ~afa_rr;ã:na--yi San Habib All昌hAfshar 1271 Sayf al-Mulk Mir-panjaのロシア弔問
Pitr白zburg Qazwini の記録

63 1 Safarnama-yi Shiraz Mul:tammad Taqi Mirza ワ シーラーズの鉄道敷設調査 (N?)
Rukn al-Dawla 

64 Safarn孟ma-yi'Abbas Muhammad ]a'far lllahi 13c ‘Abbas Mirzaのアゼノレパイジャーン→
Mirza イラン東部遠征の記録

65 
Safarnama-yi 'Atabat36

) Mul:tammad I;!usayn Ra'is 1287 トJa事iral-Din Shahのアタパート行程記
al-Kitab 録

66 Safarnama-yi‘Atabat37) 'Ali Riza‘Azud al-Mulk 1283 -84 アタパートへ寄進のレンガを運殿 (N)

67 Safarnariram 四}yi‘1zz ‘Abd al-$amad Mirza '1zz 1290 Nasir al-Din Shahの訪欧に随行
al-Daw al-Dawla 

68 Safarnama-yi Farangistan ‘Uyuq 1290 韻文による Nasiral-Din Shah訪欧の記録

69 
Safarnama-yi Qum39) Ghulam I;!usayn Khan 1310 'Ali Taqi Mirzaのゴム行に磁行

Af土alal-Mulk 

70 Safarnama-yi Kirman40) Firuz Mirza Farman-farma 1298 ケノレマーン→パルーチェスターン (N)

71 Safarnaョmtaan4y1} i klrIElan wa Firuz Mirza Farm昌n-farma1297 ケノレマーン→パノレーチェスターン (N)
Baluchis 

72 
Safarnama-yi Kirman wa I? 1288 パルーチェスターンの地図作製 (N)
Baluchistan 

73 
Safarnama-yi Luristan wa I;!usayn‘Ali Khan Afshar 1266 フーゼスターンへの使節 (N)
‘Arabist昌n

74 
Safarnama-yi Mazandaran I? 1292 Nasir al-Din Shahのマーザンダラーン

行の韻文での記録

75 
Safarnama-yi Marw42) Sayyid Mul:tammad Nuri 1277 I;lishmat al-Dawlaのトルコ 7 ン鎮圧の

Lashkar-nawls 記録

76 Safarnama…yiMi号r ワ つ エジプト・スーダン政情報告 (N)

77 
Safarnama-yi Mamasanl43) Mirza Fattah Khan 1260 -61 77サニー・クーフギールーヤ調査

Garmrudl (Mh) 

78 
Safarnama-yi Mlrza $alil:t Mlrza Mul:tammad $alil:t 1230 タブリーズ→ロンドン(‘AbbasMlrza) 
Shlrazl44

) Shlrazl 

79 
Safarnama-yi Mirza Mirza Fattah Kh孟n 1253 55 I;!usayn Khanの代理としてタブリーズ
Fattah45) Garmrudl →フランス・イギリス

80 Safarnama-yi Yazd ワ ワ ヤズド (N)

81 
Siyal:tatnama-yi ]unub ワ ワ エスファハーン・ヤズド・ケルマーンで

の零報局建設調査 (N)

82 
Siyal:tatnama-yi Mushir ]a'far Khan Mushlr 1277 イギリスへの特命大使
al-Dawla al-Dawla 

83 
Siyal:tatnama-yi Hindustan Mirza Fazl Allah Kh晶n 1290 94 ボンベイ註在の外父宮によるインド・ピ

I;!usayni ノレマ報告

84 
SharQ-i A与wal-iQuchan 1bn Mirza Muhammad 1311 マシュハド→グーチャン弔問団

1brahim Mujtahidi 

85 Shikargahha-yi Ardabil ワ 1283? アルダビーノレ近郊の狩場調査

86 '1brat li'l-Na手irln ワ 1284 N弱iral-Dln Shahのホラーサーン行に随行

87 
Kitabcha -yi恥lusafaratーiMuhammad Mlrza 1308 シーラーズ、→ファーJレス地方の路程報告
Fars46) Muhandis (Farhad Mlrz且〕

88 
GuzarishーiAfghanistan Abu al-I;!asan Qandaharl I? アフガニスタンへの祝賀使節

(I;!ishmat al-Dawla) 

89 Guzarish-i Sarakhs47) ‘Abd Allah Sarhang 1296 サラフス (N)

90 
Guzarish-i Mlrza Malkum Na手imal-Dawla Ya'qub ワ 欧州大使
Khan 1sfahani 

91 Makhzan al-Waqayi'48) I;!usayn Surabi Munshi 1272-74 大使 Aminal-Dawlaの欧州行の記録

92 
Mir'at al-Arz Mirza Muhammad Khan 1264 ロシアへの使節 (N)

Lawasani 

93 
Mir'at al-Safar wa Mishkat Muhammad Hasan Khan 1295 Na号iral-Din Shahのホラーサーン行の
al一Ha士ar'9) l'timad aI-Saltana 記録

94 
Matla・al-Shams印) Muhammad Hasan Khan 1300 N勾iral-Din Shahのホラーサーン行の

I'timad aI-Saltana 記録
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95 
Waqayi'-i 'Arz-i Rah-i baradar-i Sam Mirza 13c マシュハドへの使者 (N)
Tihran ba-Khurasan 

96 
Waqayi‘-i Yawmiya-yi 'Ali Zayn al-'Abidin 1302? 'Ali Naqi Khanのアハノレ行の記録
Ittifaqiya 

97 
Yadbudha-yi Sifarat-i Khan Malik Sasani 14c イスタンプーノレのイラン大使館の記録
1st昌nbul

98 
Yaddashtha-yi Ruzana Mirza A号gharKhan 1311 ホッラムアーバードの電報局員の記録

Talagr孟fchi

。Offsetof 1300q.， RuzηamαーyiMir'at al-Safar， Tehran， 1363s.， pp.37…92. 
2) Mirza $alil).， Gh草 (ed.)，Tehran， 1379s. 
め λl-iDa'ud， S. 'A. (ed.)， Du Safarnama az ]unub， Tehran， 1368s.， pp. 117-227. 
4) Lithography， Tabriz， 1316q. 
5) Afshar， 1. (edふMII7， 1377s.， pp. 241-253 
6) Mursilwand， I:I. (ed.)， Tehran， 1364s.ICloake， M. M. (tr.)， London， 1988. 
7) Afshar， 1. (ed.)， Tehran， 1349s. 
8) Gulbun， M. (ed.)， Tehran， 1357s. 
9) Mushiri， M. (ed.)， Tehran， 1348s 
10) I:;;fahaniyan， K. (ed.)， FIZ 15， 1347s.， pp. 327-358 
ll) Zabil).i， M. (edふAstarabadNama， Tehran， 1356s.， pp. 91-103. 
12) K孟'usi'Araqi， M. -I:I. & M.勾N.Na与iriMuqaddam (edsふTehran，1373s 
日) Mal).mudi， M. (edふSafarnama-yiMirza Khanlar Khan， Tehran， 1351s.， pp. 73-310. 
14) Mal).mudi， M. (edふSafarnama-yiMirza Khanlar Khan， Tehran， 1351s.， pp. 1…56. 
日) Rawshani Za'franlu， Q. (edふSahSafarnama， Tehran， 1353s.， pp. 1-71. 
16) Offset of 1292q， Tehran， 2536 
17) Salur， M. (ed.)， Sα:farnamaーyi'A bd al--$αmad Mirza 'Jzz al-Dαwla， Tehran， 1374s.， pp.357-377. 
18) Salur， M. (ed.)， Safiα問 amα-yi'A bd al--$αmad Mirza 'Jzz al-Dα叩 tα，Tehran， 1374s.， pp.379-401. 
同 Sipahiyan(Mul).addith)， Sh. (ed.)， GB 1， 1377s.， pp. 145-209 
20) Maraghi， M. r. (ed.)， MII 5， 1376s.， pp. 387-466 
2ll Afshar， 1. & M. R. Daryaghasht (edふTehran，1374s 
22) Wal).id-niya， S. (edふTehran，1364s 
23) Afshar， 1. (ed.)， MII 9， 1377s.， pp. 665-670. 
24) Kiyanfar， J. (ed.)， GB 1， 1377s.， pp. 99-122 
国号amadi，I:I. (edよGonbad-eKavus， 1371s 
甜) Gulbun， M. (edふTehran，2536 
27) λl-i Da'ud， S.‘A. (ed.)， Du Safarηamααz ]unub， Tehran， 1368s.， pp. 19-116. 
28) Gulbun， M. (ed.)， Tehran， 2536. 
29) Rawshani， Q. (ed.)， MII 6， 1376s.， pp. 499-571. 
30) Afshar， 1. (ed.)， FIZ 12， 1343s.， pp. 122-144 
3ll Tabarra'iyan， $. (ed.)， Tehran， 1370s 
32) Dabir Siyaqi， M. (edふTehran，1341s 
担) Gulbun， M. (edよSafiαrnama…yiKhusraw Mirza， Tehran， 1349s.， pp. 141-386. 
34) 1) Salur， M. (edふ Safarnamαyi'Abd al--$amad Mirza 'Jzz al-Da叩 la，Tehran， 1374s.， pp.261-355. 2) 

Gulbun， M. (ed.) ， Safarnama-yi Iran叩αRusiya，Tehran， 1363s.， pp. 23-76. 
35) 1) Gulbun， M. CedふMII9， pp.55-72. 2) Istakhri， P. (edふGB1， 1377s.， pp. 123-143.両校訂者ともに，依拠し

た写本等について何ら述べていないため同定には注意を要するが， 内容は両者とも問ーである。 Istakhriは， 本

書の執筆年を 1290年としているが，著者が執筆に際し rGukTappa征服(1298年)後」と述べていることや，

r'yilan 'yil (巳年)Jが 1290年には合致しないこと， また同年には Ruknal-Dawlaはホラーサーン長官ではな

かったことから，この蓄の執筆は Gulbun校訂の 1298年がより相応しいと考えられる。

出) Afshar， 1. (edふSafarnama-yi'Atabat-i Na宇iral-Din Shah Qajaγ， Tehran， 1363s.， pp. 217-234. 
37) Mursilwand， I:I. (edふTehra
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1 I Az l:larim ta l:laram 1 J Abu al-Hasan Khan 1304 アタパート

Fakhr al-Mulk Ardalan 

2 I Bazm-i Gharib2J Muhammad ‘Ali Khan 1261 -62 シーラーズ→メッカ・メディナ

Burujirdi 

3 I Bazm-i Gharib Asad All孟hKhan Shirazi 1221 メッカ・メディナ

4 I TuJ:lfat al…l:laramayn Mirza Ma‘sum Khawari 13c メッカ・メディナ

Tabrizi 

5 I !~J:l~at a:-~arama;，n wa Mirza Ma‘sum Na'ib 1305 メッカ・メテ。ィナ

Sa‘adat al-D孟rayn3J al-sadr Shirazi 

6 lal…Tadqiq fi Sayr al-Tariq 4) Mirza Muhammad ・Ali 1308， ブーシェフノレ→マシュハド・アタパート

Khan Sadid al-Saltana 1314 -16 

7 I ~a~kira: al-Ta~ïqfî Ma手ぎibMuJ:lammad 'Abd al-I:lusayn 1230 -32 アタノてートー〉メッカ・メテ*ィナ

l:lujjaz Bayt al-'Atiq Karbala'i Hindi 

8 I~~roー Ajal dar Sadamat-i I? 1299? メッカ・メデfィナ・アタノミート

Rah-i Jaba15) 

s Jughrafiya-yi‘lraqーi Muhammad Mirza 1302 アタノ〈ート

‘Ajam wa‘Arab Muhandis 

10 Jangal…iMuli') Ayat Allah Al;tmad Zanj品目I 1335 ザンジャン→ゴム

11 l:laj・j-nama1l Mansur‘Ali Shah Qazwini 1248? メッカ・メディナ

12 Khatirat-i Safar-i l:lajj 8 J Sultan王fusaynGunabadi 14c メッカ・メデPィナ

13 Dastan-i Bar-yaftagan 9) Mir Sayyid Al;tmad Hidayati 1338 アタパート・メッカ・メディナ

14 
Dast孟n-iRaftan-i Nasir Nasir al-lslam Mazandarani 1287? Na♀ir al-Din Shahのアタノてートrr
al-Din Shah ba-'Atabat 

15 
Dalil al-Anam fi Sabil Ziyara Sultan Murad Husam 1297 -98 メッカ・メテーィナ

Bayt Allah al-J:laramlOJ al-Saltana 

16 
Dalil al-Za'irin ll) ‘Abd al-'Ali Khan Adib 1273 アタノてート

al-Mulk 

17 Ruznama ワ 1337 -41 ハマダーン→アタパート

18 
Ruznama-yi尽akim Mirza 'Ali Naqi I:!akim 1283 -84 Na宇iral-Din Shahのマシュハド行

al-Mamalik悶〕 al-Mamalik 

19 
Ruznama-yi Safar-i Mirza Khanlar Khan 1285 アタノてート

‘Atabat-i 'Aliyat 13) l'ti早amal-Mul註

20 
Ruznama-yi Waqayi'-i ワ 1272 アタノてート

Safar-i Karbala14J 

21 Safarnama ‘Ali l'timad Nizam 1300 -06 アタノてート

22 Safarnama I:!amza Qajar 1277 マシュハド

23 
Safarnama-yi l~fahãn ta I? 1317 エス 77ハーン→マシュハド・レイ

Mashhad 

24 
Safarnama-yi翠ijaz Mirz孟 MuJ:lammadI:!usayn 13 -14c メッカ・メディナ

Shahrastani 

25 Safarnama-yi l:lajj ワ 1316-17 メッカ・メディナ

26 Safarnama-yi J:lajj al-Bayt同 Mulla lbrahim Kaziruni 1315 -16 シーラーズ→メッカ・メディナ

27 
Safarnama-yi I:!ajjーiBayt ‘Ali Akbar Mirza'i つ メッカ・メディナ

Allah al-Haram 

28 
Safarnama-yi Ra主awil6

) Muhammad Rafi' Nizam 1301 マシュハド

al-'Ulama Tabrizi 

29 Safarnama-yi Khurasan17
) Na宇iral-Din Shah 1300 マシュハド

30 
Safarnama-yi Ziyarat-i Muhammad Hasan Munshi 1307 マシュハド

Astana-yi Muqaddas Asrar Tabrizi 

31 
Safarnama-yi‘Atabat Mirza Ri土aKhan Tibyan 1329 アタノぜート

al-Mulk 

32 
Safarnama…yi‘Atabat Mirza l:lusayn Khan Jami 1321 -22 ハマダーン→アタパート

Muhajirani 

33 Safarnama-yi‘Atabat Sayyid Jalal Shushtari 14c アタノてート
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34 
Safarnama…yl‘Atabat Mirza Muhammad ‘A手im 14c ヘラート→アタパート

Khan Qandahari 

35 
Safarnama-yi‘Atabat Muhammad Mu'arrikh 1344 -45 ヱスファハーン→アタパート

al-Dawla Gulistana 

36 Safarnama-yi 'Atabat181 Nasir al-Din Shah 1287 アタノてート

37 Safarnama-yi‘Atabat191 Amin aI-Shar' Kh色'i 1328 ホイ→アタパート

38 
Safarn皐ma-yi 'Atabat wal? 1317 -18 アタパート・メッカ・メディナ

Makka'OI 

39 
Safarnama-yi Gharwi21l Mul)ammad Rafi' Ni手am1313 アタパート

alー‘UlamaTabrizi 

40 Safarn昌ma-yiQum I;Iusayn Piyada Ni事am 1313 ゴム

41 Safarnama-yi Qum221 Nasir al-Din Shah 1284 ゴム

42 Safarnama-yi Qum N昌平iral-Din Shah 1300 ゴム

Safarnama-yi Qum231 Ja'far Quli Khan 11丘u'in 1300 ゴム
43 

al-Sultan 

44 Safarnama-yi Qum241 Kamran Mirza 1320 ゴム

45 Safarnama-yi Karbala ワ 1299 アタパート

46 
Safarnama-yi Karbala-yi ‘Ali Khan Safa al-Saltana 1318 アタパート

Mu‘alla251 Na'ini 

47 Safarnama-yi Mashhad Sayyid Shafi‘Khan Tifrishi 14c マシュハド

48 Safarnama-yi Mashhad Asad Allah Wakil al-Mulk I? マシュハド

49 
Safarnama-yi Mashhad Mirza Ri主主 KhanTiby昌n 1315 7 シュハド

al-Mulk 

50 
Safarnama-yi Makka同 ‘Ali Khan l'timad 1263 メッカ・メディナ

al-Saltana 

51 Safarnama-yi Makka271 Lutf・AliKhan I'la'i 1336 アブハノレ→アタパート・メッカ

52 Safarnama-yi Makka281 'Ali Khan Amin al-Dawla 1316 ギーラーン→メッカ

53 Safarnama-yi Makka Mul)ammad Qayri 1247 シーラーズ→メッカ

54 
Safarnama-yi Makka Muhammad Ri古品 1296 -97 タブリーズ→メッカ・メディナ

Tabataba'l Tabrlzl 

55 
Safarnama-yi Makka ‘Ali $adr al-Zakirln 1325 メッカ

Tihrani 

56 Safarnama-yi Makka'91 bint Farhad Mlrza 1297 -98 アタパート・メッカ・メディナ

57 
Safarnama-yi Makka副 Mu与ammadI;Iusayn 1302 -03 メッカ・メテ'ィナ

Farahani 

58 Safarnama-yi Makka Muhammad ‘Ali Farahanl 1263 -64 タブリーズ→メッカ

59 
Safarnama-yi Makka311 Sayf al-Dawla Sultan 1279 メッカ・メディナ・アタパート

Muhammad 

60 
Safarnama-yi Makka321 Muhammad Wali Mirza 1261 アタパート・メッカ・メディナ

Qajar 

61 Safarnama-yi Makka Mudlr al-Dawla 1321 22 メッカ

62 Safarnama-yi Makka331 lbrahim Mushtarl Khurasanl 1300 アタノてート・メッカ

63 Safarnama-yi Makka341 Mirza Da'ud Wazir-i Waza'if 1324 マシュハド→メッカ・アタパート

64 Safarnama-yi Makka351 Mahdi Quli Khan Hidayat 1321 -22 メッカ・メテ。ィナ

65 
Safarnama-yi Makka Mul)ammad I;Iusayn 1307 メッカ

Hamad昌nl

66 Safarnama-yi Makka361 Mirza ‘Ali Isfahanl 1331 ナジャフ→メッカ

67 Safarnama-yi Makka371 ワ 1288 ナジャブ→メッカ

68 
Safarnama-yi Makka381 'Abd al-Ghaffar Najm 1306? アタパート・メッカ・メディナ

alー加lulk

69 Safarnama-yi Makka ? 1316-17 メッカ・メディナ

70 Safarnama-yi Makka ワ 1319 マシュハド→メッカ

71 Safarnama-yi Makka ワ 1309 -10 メッカ・メデディナ・アタノてート
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No. 警 名 著 者 名

72 
Safarnama-yi Makka39) Muhammad Riぬ Zahir

al-Mulk 

73 Safarnama-yi Makka ‘Ali Khan f:Iajib al-Dawla 

74 
Safarnama-yi Makka 'Abd al-f:Iusayn Kh孟n

Afshar 

75 
Safarnama-yi Munshi-zada") Mu¥lammad尽usayn

加1unshi-zada 

76 Safarnama-yi Man手um Mlrza ]alayir 

77 
‘Ur孟zatal-Ikhwan dar Muhammad ‘Ali Mu'allim 
Safarnama-yi Khurasan41

) Hablbabadl 

78 
'Aliabad-nama42

) ‘AliA号gharKhan Amin 
al-Sultan 

79 
Mishkat al…Mus孟firln43

) Huma' 'Ali Akbar Mishkat 
al-Sultan 

80 al-Wajlza fi Ta'rif Madlna") Muhammad Mlrza Muhandis 

81 
Hidayat al-Sabll wa Farhad Mlrza Mu‘tamad 
Kifayat al-Dalil45) al-Dawla 

。‘Abbasl，M.'R. (edふTehran，1372s 
，) Mi'rajl， M. M. (edよMII6， 1376s.， pp. 739-803. 
3) Offset of 1306q， Tehran， 1362s. 
。Iqtidarl，A. (edよTehran，1362s 
日 ]a‘fariyan，R. (ed.)， FMH 35， 1380s.， pp. 84-118. 
6) Shubayrl， S. J. (edふMII9， 1377s.， pp. 565-654. 
7) Lithography， Tehran， 1248q. 
8) ]a~abi， S. f:I. (edふTehran，1337s. 
9) Qa土1・Askar，S. 'A. (ed.)， Tehran， 1378s 
10) Ja'fariyan， R. (ed.)， Qom， 1374s 
11) Gulzari， M. (edふTehran，1364s. 
12) Offset of 1286q， Tehran， 1356s. 

執筆年

1306 -07 

13c 

1299 

1338 -51 

13c 

1338 

1304 

1317 

1294 

1292 -93 

備考(目的地等)

アタパート・メッカ・メディナ

メッカ

メッカ

ヤズド→マシュハド・メッカ・アタパー

ト・ゴム

メッカ・カーズィマイン

エスファハーン→マシュハド

ゴム

タブリーズ→アタパート

ヤンブゥ→メディナ

メッカ・メディナ

13) Ma¥lmudi， M. (edよSαfarnama-yiMi昭 aKhanlar Khan， Tehran， 1351s.， pp.57…71 
14) 乱1ukhtariRiiwanshahri， Sh. 'A. (edふMII1， 1373s.， pp. 17-75. 
15) Ja'fariyan， R. (ed.)， MII 5， 1376s.， pp. 321-385. 
16) Lithography， Tabriz， 1324q. 
l7) Offset of 1306q， Tehran， 1361s. 
18) Afshar， 1. (ed.)， Tehran， 1363s 
19) $adra'l Kh立'i，‘A.(edよMII7， 1377s.， pp.489-530. 
四) Ja'fariyan， R. &与.Barzgar (eds.)， MII 5， 1376s.， pp司 119-228.
21) Lithography， Tabriz， 1313q 
22) Qaziha， F. (ed.)， GA 37-38， 1379s.， pp. 23-33. 
回) Muttaqi， f:I. (ed.)， MII 9， 1377s.， pp. 291-298 
24) Afshar， 1. (ed.)，肘1119， 1377s.， pp. 655-664 
回 Barzgar，与 (edふMII7， 1377s.， pp.751-768 
26) Qa土i'Askar， S. 'A. (edよTehran，1379s. 
目) Qazi 'Askar， S. 'A. (edよpart2， FMH 33， 1379s.， pp. 136-159， part 3， ibid 35， 1380s.， pp. 180-205. 
制 Ka手imiya，I.(ed.)， Tehran， 1354s. 
四) ]a‘fariyan， R. (edふMII5， 1376s.， pp. 263-320 
30) 1) Farman-farma'iyan， f:I. (edふTehran，1342s. 2) Gulzari， M. (edふTehran，1362s. fFarmayan， H. & E. L. 

Daniel (trsふAustin，1990. 
311 Khuda…parast， 'A. A. (ed.)， Tehran， 1364s 
3') Ja'fariyan， R. (edよBα Suyイ Ummal-Qura， Tehran， 1373s.， pp. 229-281 
33) Lithography， Tehran， 1300q. 
34) Qaii・Askar，S ‘A. (edふTehran，1379s. 
35) Dablr Siyaqi， M. (ed.)， Tehran， 1368s 
甜) Ja'fariyan， R. (edよBa-Suy-iUmm al-Qura， Tehran， 1373s.， pp. 151-227. 
37) Qazi‘Askar， S. 'A. (ed.)， part1y， FMH 28， 1378s.， pp.178-192 
胡) Qa土1・Askar，S.‘A. Ced.)， FMH 19， 1376s.， pp. 165-187. 
39) ]a‘fariyan， R. Ced.)， MII 5， 1376s.， pp. 229-261 
40) Munshi-zada， M..B. (edふYazd，1371s 
4ll Barzgar， S. (edふMII10， 1378s.， pp.521-564 
叫 MudarrislTabataba'i， f:I. (edよFIZ22， 1356s.， pp.207-280. 
43) Mu¥laddith， M. H. Ced.)， MII 5， 1376s.， pp. 11-118. 
44l Ja'fariyan， R. Ced.)， Ba-S盃yイ Ummαl-Qura，Tehran， 1373s.， pp. 283-327. 
制1)Tabataba'i， Gh. (ed.)， Tehran， 1366s. 2)与afa，1. N. (edよTehran，1346s. 
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凡例

* 表の作成にあたっては， 主に Munzawi1374sの1"safarnamaJ の章に基づいているが， この

他にも，誤りが明らかな場合や欠落しているものについては，Fihrist-i Nusakh-i Khαtti一

戸 Kitabkhana-yiMilli (10 vols.， Tehran， 1343 -58s)， Fihrist-i Kitabha-yi Khatti-yi 

Kitabkhana-yi Milli-yi Malik wabasta ba-Astan-i Quds (vol. 2 -3， Tehran， 1354 -61s)， 

Persian Literature (vol. 1-2， London， 1972)などの写本自録，Fihrist-i Kitabha-yi Chati-yi 

Farsi (Tehran， 1350 -55s)， Kitabshinasi-yi Tarikh-i Iran (Tehran， 1375s)， Fihrist-i 

MaωziHーyiSafarnamaha-yi marbut bα-Iran (Tabriz， 1367s)などのカタログ，および公刊さ

れたものについては諸刊本を参照し，適宜修正を施している。重複している場合には，適当と思

われる書名を採用した。

* 執筆年はヒジュラ暦。執筆年の不明な場合は旅行の年を挙げている。

* 旅行の出発地はテヘラン以外の場合のみ記し，テヘランを起点とする場合には省略した。

* 宮命旅行記の ( ) 内は任命者を示し， 略号は， FA=Fath‘Ali Shah， Mh=Muhammad 

Shah， N=N勾iral-Din Shahをそれぞれ表す。

* 出版されているものについては注をつけ，校訂者名と出版地及び出版年のみを記す。イタリック

は所収の妻名。

* 本文中での[ ]内の数字は，この 3つの表に対応する。
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